
グループホームこころあい三津屋（2ユニット共通）

令和2年度

【事業所概要（事業所記入）】

【事業所基本情報】（介護サービスの情報公表制度の基本情報リンク先ＵＲＬを記入）
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サービス種類

・パーソン・センタード・ケアを心がけ、その人その人の思いやこれまでの生活習慣を尊重した支援を行っている。

その人らしい暮らしができるよう、日課などを一緒に決めて個々のペースで過ごして頂ける環境作りに取り組んでいる。

・職員のやるべきことに対し、業務中心ではなく利用者とのコミュニケーション、傾聴を重視するよう指導を行いながら

取り組んでいる。

自分の身内が認知症になったことをきっかけに、「最後まで我が家のように暮らせるホームを作りたい」との代表の思い

で設立、株式会社が運営するグループホームです。「心豊かに、その人らしい安心ある暮らしを大切に、愛と笑顔で共

に歩む」の法人理念の下、「あたり前のことを当たり前に」を事業所の方針とし、利用者が安心して暮らしていけるホー

ムと地域づくりを目指しています。ホーム内は居室や共有空間全てが畳敷きになっており、昔ながらの家を思いだすこ

とのできる、優しく温かみのある空間です。決められた利用者の日課はなく、「日常を決めるのは利用者」の考えで、利

用者の自由な暮らしを支えています。管理者は職員に、「業務中心ではなく、利用者との関わりを大切にするように」と

伝えています。管理者は職員にも常に関心を寄せ、安心して働ける環境つくりに尽力し、チームワークの良さは、ホー

ム全体の和やかな雰囲気を創り出しています。管理者・職員間の風通しがよい風土は、離職者が少ない職場環境を生

み出しています。離職者が少ないことで、利用者と職員の馴染みの関係が深まり、質の高い個別支援を実践していま

す。コロナ禍で面会や地域との交流も制限のある毎日ですが、今できることを、管理者以下職員みんなで考えていこう

という前向きな姿勢で利用者を支えているグループホームです。

1  自己評価及び外部評価結果

2799100090

法人名 株式会社フィールド

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価結果市町村受理日

令和3年3月28日訪問調査日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

532-0036　大阪市淀川区三津屋中2-11-2所在地

グループホームこころあい三津屋

大阪府大阪市東成区中道3-2-34（JAM森の宮事務所2F）

特定非営利活動法人 介護保険市民オンブズマン機構大阪

所在地

評価機関名

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めて

いることをよく聴いており、信頼関係ができている

（参考項目：9,10,19）
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ

ながりが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が

増えている

（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面があ

る

（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の

人々が訪ねて来ている

（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足し

ていると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおお

むね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない

67

4. ほとんどいない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な

支援により、安心して暮らせている

（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過

ごせている

（参考項目：30,31）

59

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
4. ほとんどいない

令和3年2月5日 令和3年4月13日

事業所番号

事業所名

自己評価作成日

認知症対応型共同生活介護

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2799100090-

00&ServiceCd=320&Type=search

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当するものに○印
項　　目

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当するものに○印

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴

んでいる

（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした表情

や姿がみられている

（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（参考項目：38）
65

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている

（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

66

3. あまり増えていない
4. 全くいない
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念を

つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に

つなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して

いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人

の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かし

ている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価

への取り組み状況等について報告や話し合いを行

い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

定例の自治会会議には班長として入居者様に

代わって出席し、自治会行事にも積極的に参加

し、入居者様と共にお手伝いさせて頂いてい

る。また認知症サポーター養成講座を開催し

て、近隣の地域住民の理解と協力が得られる

よう取り組みを行っている。

利用者は地域自治会に加入し、地域との交流は

積極的に取り組んできましが、現在はコロナ禍で

地域との交流は中止の現状です。

１回目のコロナウイルスの緊急事態宣言解除

後、地域のマンションの婦人部を対象に、認知

症サポーター養成講座を開催しました。

今後、長年積み重ねた認知症ケアの知

識や技術を、地域の認知症に対する啓

発に活かす活動が期待されます。コロナ

禍で地域との交流はできませんが、啓発

パンフレットを作成しホームの前で配布

する等の方法はいかがでしょうか。

地域包括、町内会主催の行事や淀川区家族会

等に参加し、認知症高齢者支援のあり方や、周

りの方の理解を深めて頂けるように、日々の支

援報告、介護をされている地域の家族様の相

談・援助の手助けを心掛けている。ホーム見学

も常に受け入れられるよう準備している。

日々の生活状況・事故報告・地域参加報告等

を行い、皆様から意見、助言を頂くようにしてい

る。又、該当する月例の全体会議において職員

に報告し、情報共有を図ることを通じてサービ

ス向上を常に意識するようにしている。また身

体拘束適正化委員を設置して、定期的に勉強

会と委員会を行っている。

運営推進会議は現在コロナ禍で開催できません

が、これまでは利用者、家族、町会長、民生委

員、地域包括支援センター職員が参加し、開催

してきました。開催できない現在は、資料をメン

バーに送り、意見・提案・感想等を聞いていま

す。メンバーから意見や感想がFAXで届き、ホー

ムの運営に活かしています。メンバーの町会長

の自宅はすぐ近所にあり、日常的にホームの報

告や相談をしています。

自己 外部 項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

ホームの理念である「心豊かに　その人らしい

安心ある　暮らしを大切に　愛と笑顔で　共に

歩む」を各フロアに揚げ理念を共有し日々のケ

アの実践につなげている。又、運営推進会議等

で地域の方々にも認知症高齢者の理解と協力

が得られるよう取り組みを行っている。

法人の理念である「「心豊かに　その人らしい

安心ある　暮らしを大切に　愛と笑顔で　共に歩

む」の下、「当たり前のことを当たり前に」とホー

ムの方針を決め実践しています。利用者一人ひ

とりの今までの生活スタイルに合わせ、利用者

のペースに合わせた、その人らしい暮らしを支援

しています。理念は事業所内に掲示しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の

実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが

ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス

指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指

定基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正

しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし

ないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学

ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が

見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め

ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後

見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関

係者と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や家族

等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・

納得を図っている

月例の全体会議で勉強会を実施することで全

職員に理解を深めてもらう。又、成年後見人を

活用されている入居者様に関しては、関係者間

と話し合う機会をもち、個々の必要性とその理

解を深めていけるよう取り組んでいる。

契約時は十分な時間をとりわかりやすく説明等

行っている。疑問、不安な点においての相談は

丁寧に対応させて頂き、正確かつ納得して頂け

る契約ができるよう心掛けている。

入居者、家族様からの様々な相談等に対して

の助言を頂いている。又、日常の支援のあり方

や入居者の状況報告をさせて頂いている。事

故報告書の提出も行っている。また、介護支援

専門員協会支部長として、施設や居宅のケア

マジャーと勉強会、情報の共有など行ってい

る。

区役所に行く機会は多く、区の介護保険課へ出

向き、顔を合わせて相談をしたり、事故報告書の

提出など行っています。管理者は、介護支援専

門員協会の支部長を務め、コロナ禍の現在はリ

モート（ズーム）による情報交換を行っています。

身体拘束排除マニュアルを通して、月例の全体

会議で勉強会を実施し、全職員に周知徹底し

ている。日々の業務・ケアにおいて不適切な言

動が行われないよう、職員間で注意するよう心

掛けている。外出時は安全の為職員が付き添う

が、精神的な拘束は与えないよう配慮してい

る。また「身体拘束等の適正化のための対策を

検討する委員会」を結成して取り組みを行って

いる。

「身体拘束等の適正化のための対策を検討する

委員会」を年４回開催し、身体拘束防止について

話し合っています。エレベーターは自由に乗り降

りできますが、玄関は安全確保のために施錠し

ています。利用者に外出したい様子が見られる

時は、エレベーターで他にユニットに行く事で気

分転換を図っています。管理者は、職員が話し

やすい雰囲気を作り、話を聞くことで、職員のス

トレスにも配慮しています。一人が抱えている悩

みも「みんなで」をモットーに共に考えることを大

切にしています。

今後、身体拘束に関する研修も実施さ

れることが望まれます。

虐待防止マニュアルを通して、月例の全体会議

で勉強会を実施し、前職員に周知徹底してい

る。又、日々の業務でも非意図的な行為、不適

切な行為が行われていないか職員間で啓発活

動に努めている。又、管理者・ユニットリーダは

職員の精神的なケア、職場の環境作りに取り組

んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならび

に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映

させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案

を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状

況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各

自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と

力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保

や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を

作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動

を通じて、サービスの質を向上させていく取り組みを

している

淀川区グループホーム連絡会に参加。情報交

換や意見交換を活発に行っている。又、日々の

ケアにおいての勉強会である「現場の声」、大阪

市グループホームネットワークでの同業者との

交流、地域包括のオレンジネットに参加するな

どして地域支援に取り組んでいる。

アンケートを実施している他、月例の全体会議

で意見、要望を話し合う時間を設けている。

又、職員面談を実施し、個別に時間を設けてい

る。それにより各職員の意見等を参考にして、

より良い運営に反映できるように努めている。

全体会議や研修はコロナ禍のため、資料を配布

して周知しています。管理者は職員から話しを

聞くことを心がけ、雑談や普段の何気ない話しの

中にある職員の思いを汲むことを大事にしてい

ます。管理者・職員間の風通しがよい風土は、

離職者が少ない職場環境を生んでいます。

各職員には、職務領域について把握、理解して

もらいながら「優秀な人材」の育成に共同で取り

組み、各自が向上心をもって働ける職場環境・

条件の整備に努めている。

「優秀な人材」育成の取り組みとして、個々のス

キルアップの目標を立てて信頼の課題を明確

にし、日々のケアの振り返りも含め、働きながら

ケアの質の向上に努めている。「仕事のできる

人」よりは「共に生活ができる人」の観点を重要

視している。法人内外の研修、資格取得への

サポートも行っている。

入居者、家族様には意見、要望がないかとアン

ケートを実施している。外部者に対しては運営

推進会議にてその機会を設けている。その後月

例の全体会議で反映されるように話し合いの場

を設けている。

コロナ禍の状況を見ながら、現在は、時間と場

所を決めての面会を行うなど工夫し、家族の協

力を得ています。毎月請求書を送付の際には、

利用者の写真を同封しています。

法人として、動画配信の方法等を検討する予定

です。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、

不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を

確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っているこ

と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり

に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その

時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス

利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮

らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本

人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えてい

く関係を築いている

先ず入居者様の「出来ていること」、「困ってい

ること」にシテンを置き、その中で今必要とされ

ている支援を見極め、入居者、家族様と共に考

え、共有し種々のサービスプランを作成して実

践できるよう努めている。

入居者様の感情に共感の気持ちで寄り添い、

日々の生活で「できること」を見つけ、役割を

担ってもらえるよう働きかけ、ホームでの共同

生活に充実感を持って頂けるよう支援してい

る。職員も「入居者様と共に生活している」とい

う姿勢で接するよう心掛けている。

入居者様の日々の様子や職員の思いを丁寧に

伝えることにより、家族様、職員の思いを共有

し、共に本人様を支えて行く為の協力関係を構

築している。

入居者、家族様をはじめとして、今までの生活

を支えてこられた方々から情報収集を行い、先

ずは信頼関係の構築を目指し、傾聴の姿勢で

寄り添い、個別支援の方法を考えている。入居

前には馴染みの関係が作れる支援として、

ホームの行事等が開催されるさいには招待を

行っている。

入居前の面談では家族様とも十分な時間を設

けて困っていることや不安なこと、要望などに傾

聴の姿勢で対応を行っている。面談は安心され

るまで何度でも行い、信頼関係の構築に努めて

いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と

の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず

に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に

努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過

をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に

努めている。困難な場合は、本人本位に検討している
日々の関わりの中で、本人様の些細な言動に

も耳を傾け、何を望んでいるのか推測し職員全

体で話し合いを常に持ち共有に努めている。本

人様本位を念頭に困難事例にも全職員で取り

組む姿勢をもち家族様からの情報収集などを

パーソンセンタード・ケアに取り組んでいる。

管理者は職員に「業務中心でなく、利用者と関わ

る」ことの大切さを伝えています。記録を執る時

も、利用者と同じ席でおこなっています。職員間

でも利用者の話題が飛び交い、一人ひとりの気

づきを毎日の支援に活かしています。。離職者

が少なく、利用者と職員の馴染みの関係ができ

ていることも、質の高い個別支援に繋がっていま

す。

本人様のこれまでの馴染の場所や人間関係を

継続できるように個々それぞれの生活習慣を

尊重し、支援している。又、近隣住民や社会資

源等とも馴染の関係が築けるよう地域の催しも

のには積極的に参加するようにしている。

職員は、これまでの馴染みの関係を少しでも継

続することが利用者に大切なことと理解し、支援

に努めています。

入居前には、家族や本人から、これまでの生活

歴や交友歴などを聞き取り、記録しています。コ

ロナ禍で現在外出できない状況ですが、友だち

の訪問を受けたり、馴染みの商店街に出かけた

りしていました。年末には、利用者の年賀状書き

をサポートしました。

各入居者様の生活歴や性格を尊重しながら、

共に過ごす楽しみを感じて頂けるように努めて

いる。入居者様同士の会話や、コミュニケーショ

ンにおける場作りの調整役として支援を行って

いる。

入居者様がご逝去された場合、その家族様に

は手紙や電話でその後のご様子をお伺いした

り、ホームへ立ち寄って下さるようお伝えしてい

る。又、他施設へ移られた入居者様において

も、当ホームで馴染の関係にあった入居者様は

職員同伴で面会に訪れたりもしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、

これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい

る

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等

の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ

れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個

別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践

や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対

応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や

サービスの多機能化に取り組んでいる

本人、家族様から日々の関わりの中で要望や

不安などを聴き、介護計画に反映させている・

又、居室担当を設け、ご本人の感情面や精神

状態にも注意を向け、月例のフロア別会議で振

り返りや新たな取り組みについての意見交換を

行い、介護計画を実のあるものにできるよう努

めている。

利用者の思いや家族の希望を聞き、介護計画を

作成しています。施設サービス計画表の本人の

意向欄には、本人の話し言葉で意向や希望を書

いています。介護計画の目標に基づいたサービ

ス内容が一覧になり、毎日の実施状況をチェック

しています。利用者のフェイスシートは写真入り

でわかりやすく工夫しています。計画作成担当

者は「みんなでつくる介護計画」を心がけて計画

作成にあたっています。

個別ファイルを作成し、ケアプランに沿って支援

する中、身体的症状、感情の変化等を記録し、

職員間で共有している。又、就業開始前には必

ず個別ファイルを確認してから業務に入るよう

義務付けている。

本人、家族様の状況に応じて通院や往診等の

必要な支援は柔軟に対応し、個々のまんぞくを

高め、信頼関係に努めている。

本人、家族様、これまで関係のある方々からど

のような生活をされていたかの聴き取りなどを

行い、前職員間での共有に努めている。

一人ひとりの一日の生活リズムを把握し小さな

変化にも気付けるように日々の関わりを深め、

職員間では介護記録や日々のコミュニケーショ

ン等で把握・共有できるようにしている。また、

本人の「できること」に着目し、出来る限り自立

した生活を送って頂けるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし

を楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が

得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、

適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき

を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談

し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、

又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者

との情報交換や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行ってい

る。

入院時には、本人様への支援方法に関する情

報を医療機関に提出し、入院による精神が不

安定になることを極力防ぐべく医師と話をする

機会をもち、ホーム内での対応が可能な段階

で、なるべく早く退院できるようにアプローチし

ている。また、頻繁に見舞いを行うようにしてお

り、同時に家族とも情報共有しながら、回復状

況等早く退院できるよう取り組んでいる。

消防署とは共同で避難訓練行っている。又、地

域のボランティアの方にも訪問して頂き、入居

者様が楽しく過ごしてもらう為のレクリエーショ

ン等の開催に協力して頂いている。

ホームの協力医の他、以前からのかかりつけ

医にも受診ができるよう家族様と協力して、通

院の介助を行なったり、訪問リハビリを利用す

るケースもある。複数の医療機関との関係を密

に結んでいる。

本人・家族の希望するかかりつけ医に受診して

います。基本、職員が通院の介助をしています

が、家族も一緒に同行してもらうこともあります。

眼科や皮膚科にも受診の支援をしています。協

力医による、内科・精神科の往診を受けていま

す。

介護職員と訪問看護師は気軽に相談できる関

係ができており、看護師との医療連携が密にと

れる体制ができている。迅速かつ安全な対応を

実施しており、毎朝各入居者のバイタルと容態

を報告し、情報共有を図っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段

階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき

ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は

応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力

を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用

者が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、

地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている

消防署の協力を得て、避難経路の確認、消火

器の使い方及び実際に避難する訓練を定期的

に行っている。又、マニュアルを作成し、月例の

全体会議で勉強会を行い全職員に周知徹底し

ている。地域との協力体制については自治会

や運営推進会議で協力をお願いしている。

昨年度、目標達成計画に挙げて取り組んだ項目

です。備蓄品の保管を、1階事務室から2階の休

憩室に検討して変更しました。利用者が摂取し

やすいものを考慮し、多種類の食品をリストに挙

げて管理しています。年2回、夜間も想定した避

難訓練を実施しています。レポート提出の形式

で、地震時の対応についての研修も行っていま

す。

事業所は、ハザードマップでリスクの高

い立地であることを把握しています。暴

風雨・水害時の避難誘導についても、職

員全員でシミュレーションをし、検討され

ることが望まれます。

人生の大先輩として、一人ひとりの人格を尊重

し、誇りやプライバシーを損ねない言葉掛けや

対応を行っている。月例の全体会議において勉

強会を行い、全職員に周知徹底している。日々

の関わりの中でユニットリーダーを中心に不適

切な対応になっていないか、職員間で啓発活動

を行い確認し合っている。

プライバシーの研修は、年間計画に挙げて取り

組んでいます。今年度は認知症ケアの研修の中

で実施しました。職員はプライバシーに配慮し、

さりげない言葉がけで支援しています。排泄や入

浴時に、同性介助の希望があれば応じていま

す。

終末期に対する支援方針については家族、医

師、看護師、職員間で話し合い、共有した支援

方針を定めている。又、状態の変化があるごと

に本人様の思い、家族様の気持ちの変化にも

配慮し、精神的にも支援が行えるよう取り組ん

でいる。

これまでにホームでの看取りの事例があります。

希望により最期まで支援をする方針ですが、緊

急搬送先の、病院で最期を迎えることが多いの

が現状です。緊急時の延命治療の希望の有無

などを確認し、家族と同意書を交わしています。

重篤化した時には同意書の見直しも行っていま

す。

リスクマネジメントに関しては、全職員が月例の

全体会議で勉強会を行い、体得、習得するよう

にしている。又、緊急時対応マニュアルを整備

し、その理解への周知徹底を図っている。消防

署の協力を得て、救急手当や心肺蘇生等の研

修を実施し、全職員が対応できるようにしてい

る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己

決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ

とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした

いか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食

事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確

保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた

支援をしている

食事、水分摂取量は個別記録して一日を通し

て必要量が確保できるよう支援している。又、

食事摂取は見守りの中でできるだけご自身で残

存能力を活かして行えるよう支援している。咀

嚼・嚥下状態が低下している方にはその人に

合った刻み食等の食事形態で提供を行ってい

る。

一人ひとりに寄り添い傾聴の姿勢で接し、本人

様の一日のリズムを把握し、体調に配慮しなが

らその日その時の本人様の気持ちを尊重しな

がらその人らしく豊かに暮らして頂けるよう個別

に柔軟性をもって接している。

起床時の着替えなどではできることは行って頂

き、支援が必要な場合は職員が手伝わせて頂

きながらその人らしい身だしなみ、おしゃれがで

きるように支援して、社会参加への意欲向上に

なるように心がけている。

食事作りや片付けは個々にできることを見極

め、声掛けしながら職員が一緒に行うようにし

ている。また、入居者様と一緒にテーブルにつ

き楽しい食事になるよう声掛けを行い食事をし

ている。遠足などレクリエーション時では外食や

特別に発注した料理などで雰囲気を変えて食

事を楽しめるよう工夫している。

業者による食材の宅配を利用し、3食とも事業所

で調理しています。利用者はテーブル拭きや配・

下膳、洗い物などを手伝っています。コロナ感染

予防のため調理は職員が行っていますが、月２

～３回、合同でリクエストに応じた献立を作った

り、テイクアウトを利用して外食気分を楽しんだり

しています。利用者の要望により、食事形態をミ

キサー食からきざみ食に変更することに挑戦し、

改善につながった事例があります。

常に入居者本位で生活が送れるように思いや

希望を傾聴し、自己決定できるように複数の案

を提案し、一人ひとりに声掛けを行うよう働きか

けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ

とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい

る

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの

力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排

泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や

運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んで

いる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し

めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま

わずに、個々にそった支援をしている

職員の声掛け、誘導によりトイレで排泄の習慣

をつけて頂くよう支援している。水分摂取や胃

腸の働きを良くする食事を心掛け、日常的に運

動を取り入れたり、薬での対応も行っている。月

例の全体会議等で勉強会を行い、便秘の原因

や影響についての知識を職員間で共有してい

る。

曜日や時間帯を決めずに、お一人おひとりの希

望を聴き本人様のタイミングで入浴して頂いて

いる。自立した入居者様でも背中を流したりし

ながら見守りを行い安心して入浴を楽しめるよ

う支援している。また入浴時間は職員とのコミュ

ニケーションを深める時間ということも意識して

いる。

概ね週3回、午前の入浴を支援しています。希望

があれば毎日の入浴も可能です。個浴で、湯は

その都度張り替えています。ゆったり入浴できる

よう心掛け、利用者との1対１の会話を楽しんで

います。

毎食後の口腔ケアでは、口腔ケアを行い個々

の能力に応じて職員が見守ったり、介助を行っ

ている。月例の全体会議の勉強会を行って口

腔ケアの重要性を全職員に周知徹底している。

又、週1回の訪問歯科往診により、口腔内の清

潔保持、口腔機能向上の指導が行われてい

る。

個々の排泄パターンを職員間で情報共有し、ト

イレ誘導を行うことで排泄の自立に向けた支援

を行っている。又、声掛けを行い残存機能を活

かせるよう見守りと支援を行っている。出来る

限り本人がトイレで排泄を行えるよう、又、プラ

イバシー保護にも注意しながら支援を行ってい

る。

おむつの使用は、最小限にするよう努めていま

す。日中はできるだけトイレ誘導を行い、現在お

むつ使用の方は、夜間のみに抑えらています。

各フロアにトイレは3か所ありますが、感染予防

のため、1か所は職員専用にしています。ポータ

ブルトイレは機能低下につながるという考えか

ら、使用しない方針です。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、

休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい

る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法

や用量について理解しており、服薬の支援と症状の変

化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ

とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご

と、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら

れるよう支援に努めている。又、普段は行けないよう

な場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお

り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり

使えるように支援している

お小遣いを預かっているので本人様と一緒に買

い物に出かけている。本人様に買うものは選ん

で頂き、支払いもご自身で財布からお金を出し

てもらうよう声掛け、見守りを行っている。

服薬ファイルの作成や処方箋のコピーを整理

し、職員が内容を把握できるようにしている。服

薬時は他の職員と二重チェックを行い、間違い

防止を徹底している。又、体調面や精神面の変

化を常時観察して、変化が観られる場合は詳

細に記録をとったうえで医療機関に報告するよ

うにしている。

お一人おひとりの出来ることに着目し、一緒に

お手伝いをして頂くようにしている。又、感謝の

気持ちを伝えるようにしている。外出や地域行

事の参加は入居者と相談しながら行っている。

お一人おひとりの希望に沿って外出を行い、季

節を感じて頂けるよう支援している。又、馴染

の場所や趣味を大切に、今までの生活習慣を

継続できるように心掛けている。普段訪れるの

が難しい場所でも、計画を立ててできる限り本

人の意向に添えるよう取り組んでいる。

コロナ禍の中で、外出はできませんでした。それ

に代わる、外気に触れる機会として屋上での洗

濯物干しを手伝ってもらっています。２・３階のユ

ニット間の移動は自由で、月２～３回の合同レク

リエーションを楽しんでいます。

コロナ終息の先が見えない中、玄関先の

スペースも活用し、天候や季節を感じて

もらえる工夫をされてはいかがでしょう

か。

日中はなるべくリビングで過ごして頂けるよう

に、できる限り家事や掃除といった役割をもって

頂き、活き活きと活動できる時間が作れるよう

支援している。夜間帯にゆっくり休んで頂けるよ

う心掛けている。体調などに配慮して、時には

居室やリビングのソファで休んで頂くようにして

いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自己 外部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の

やり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト

イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような

刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮

し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ

るような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者

同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして

いる

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな

がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人

が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を

活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れる

ように工夫している

廊下、浴室、トイレ等に手すりを設けて安全確

保と自立への配慮を行っている。又、場所がわ

からなくなった場合の支援として、読みやすく大

きな文字での表示、絵で表示する等で御本人

の自尊心を傷付けず不安を感じさせない支援

を行っている。

リビングにはテーブルの他に、ソファーや椅子

を置き、他の入居者様の気配を感じながらもひ

とりでの時間を楽しんだり、気の合った仲間とい

られる工夫をしている。

居室はこれまで使い慣れたものを持参して頂

き、できるだけ環境の変化がないように配慮し

ている。安心して過ごして頂けるよう、御本人の

希望や意向に沿った環境を尊重して居心地の

よい生活空間を一緒に作らせて頂く支援を行っ

ている。

居室への持ち込みに制限はありません。レース

のカーテンは備え付けですが、その他は使い慣

れたものを持ち込めます。好みのカーテンやベッ

ドなどで、個性ある居室になっています。座卓に

座椅子という和室ならではの持ち込みもあり、居

心地よくしつらえています。

家族様といつでも気軽に電話が出来るように職

員からお声掛けを行い、通話して頂けるよう支

援している。家族様やご友人からの手紙は職

員が読んで差し上げるなどの支援も行ってい

る。お一人おひとりに合った方法で、家族様と

の良好な関係が築けるよう支援を行っている。

共有空間などの湿度、温度管理を行いながら

心地好く過ごして頂けるようにしている。調理に

おいては包丁の音や、おかずの匂いなどで五

感の重樹や季節を感じてもらえるような工夫を

している。リビング、居室においては職員と共に

壁飾りや手作りのカレンダー等の作品を作り、

季節を感じられる空間作りの工夫を行ってい

る。

季節に応じた、利用者との手作り作品を飾ってい

ます。畳風の床では靴下でリラックスして過ごす

ことができ、転倒してもクッション性があり安全で

す。感染予防に努め、窓の定時開閉、手すりな

どの定期消毒、オゾン発生器・加湿器を設置し

ています。日本福祉感染予防協会より、感染予

防の基準を達成している、という認定証をもらっ

ています。


